
【ビットマップ画像からエクセルシートに描画】使用マニュアル 

 

※１ エクセルファイルを開き、マニュアルシートの『「元画像」シートを描画する』ボタンを押してく

ださい。《上図の②》 

※２ ファイルを選ぶウィンドが開きますから、サンプルのビットマップ画像を選んでください。数分待

てば完成します。とりあえずの作業はここまでです。 

※３ 「元画像」シートを開けば（少し時間がかかります）、そこに取り込んだビットマップ画像の各点

がシートのセルに転記されています。 

※４ 「印刷用」シートにビットマップ画像の各点の RBG値ごとに番号をつけたものが A3用紙サイズ

でできています。 

※５ これを印刷して各色ごとに色画用紙等のモザイク片を貼れば大きな壁画が作れます。 
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＜実際の作業過程＞ 

1. 適度な色数で適度な大きさ（作りたいモザイクの大きさ）のビットマップ画像（***.bmp）を用意す

る。 

(1) 必ずビットマップ画像（****.bmp）を用意する。他の画像（****.jpg など）はエラーになる。「****.jpg」

等は「ペイント」等で「****.bmp」にあらかじめ変換しておく。 

(2) 画像サイズは 2000ピクセル×2000ピクセル以下に対応している。それ以上の大きさのものはエラー

になるので、「ペイント」等で小さくしておく。 

(3) 大きい画像は「ペイント」等でサイズ変更したり必要な部分を切り取ったりして別名保存しておく。 

 １０ｍ×４ｍの壁画を作るには、モザイクの１片を１㎝×１㎝にすると１０００ピクセル×４００

ピクセルの画像、モザイクの１片を２㎝×２㎝にすると５００ピクセル×２００ピクセルの画像が

必要になる。《上図の①》 

 「ペイント」の場合、「ホーム」リボンの「サイズ変更」で必要なピクセル数に小さくする。図が歪

むのでは縦横比は変えない。 

 「縦×横」比を変えたい場合は、「選択」で切り取ることで比を変える。（ペイントの場合） 

 「名前をつけて保存」で「ＢＭＰ画像」の「24ビットビットマップ」で保存する。「ペイント」で

「16 色」に減色すると汚くなるので、ペイントでは減色しないで、減色は「padie.exe」など、別

のアプリを使う方がいい。 

(4) 画像の色数を適度に減らす。 

 元画像を減色アプリ「padie」や「colga」などで８色から２４色以下に減色する。 

 必ず２４色程度以下に減色すること。減色しないでマクロを実行すると、マクロが終わらず待ちき

れない。 

 どうしても待ちきれない場合は「ＥＳＣ」ボタンか「Ｃｔｒ」＋「ｌＢｒｅａｋ」を押すと、マク

ロは止まる。その後、いつもの「×」ボタンでエクセルを再起動させれば、元にもどる。 

2. このエクセルマクロで壁画の台紙（Ａ３用紙を必要枚数分）を作る。 

(1) 「元画像」シートを描画する。《上図の②のボタンを押す》 

(2) 「パレット」シートを見て、必要なモザイク片をつくる。 

 「パレット」のそれぞれの色が必要な色画用紙や色上質紙の色になる。よく似た色の色画用紙など

を用意する。《上図の⑥》 

 色を変更してみたい場合は「変更色」列の、変えたい色のセルを選び、背景色を変える。 

(3) 「色変更確認用」シートを作成して、画像の変化を確認する。《マニュアルシートに戻り、上図の③

のボタンを押すと上図の⑦ができる》 

 再度変更したい場合は（2）にもどる。 

(4) 「印刷用」シートを使用するプリンタに合わせて調整して印刷する。《上図の⑤》 

 現在はＡ３サイズになっている。２２０ｋｇ程度の厚い紙が後の作業がしやすい。  

 プリンタの余白はできるだけ「０mm」にすると台紙の無駄と切り取りの作業が減る。ふちなし印

刷ができるプリンタなら余白の切り取り作業がさらに減る。 

(5) モザイク片作成用シート（数字のシート）を調整して色画用紙などに印刷する。《上図の⑧》 

(6) "現在はＡ３サイズになっている。使用するプリンタを色画用紙８つ切りサイズ（２７１ｍｍ×３９

１mm）にユーザー設定して色画用紙に印刷する。 


